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(57)【要約】
【課題】保持容量線駆動方式を用いた液晶表示装置にお
いて、電源立ち上げ時の保持容量線の電位が不定状態と
なることを防止する。
【解決手段】液晶表示装置の電源３０等を立ち上げるた
めの信号を検出すると、最初にゲートドライバ１５を起
動させることにより発生されたゲート信号に基づいて、
保持容量線駆動回路２０の第１の極性スイッチング素子
ＳＷ１のスイッチング状態を決定し、第１の極性スイッ
チング素子ＳＷ１のスイッチング状態の決定後に、保持
容量線駆動回路２０の高レベルＶＣＯＭＨ及び低レベル
ＶＣＯＭＬの電位を発生させるとともに、共通電極ドラ
イバ１６に電源電位を供給する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ゲート線と、このゲート線にゲート信号を供給するゲートドライバと、ソース線と、この
ソース線にソース信号を供給するソースドライバと、前記ソース線に接続された第１のス
イッチング素子を通してソース信号が印加される画素電極と、この画素電極と共通電極と
の間に配置された液晶と、前記共通電極に共通電極信号を供給する共通電極ドライバと、
前記画素電極と前記保持容量線との間に接続された保持容量と、ゲート信号に基づいて前
記保持容量線を第１の電位と第２の電位に交互に切り換える第２のスイッチング素子を有
する保持容量線駆動回路と、を備えた液晶表示装置において、
　該液晶表示装置の電源を立ち上げるための信号を検出すると、最初に前記ゲートドライ
バを起動させることにより発生されたゲート信号に基づいて前記第２のスイッチング素子
のスイッチング状態を決定し、第２のスイッチング素子のスイッチング状態の決定後に、
前記第１の電位及び第２の電位を発生させるように制御を行うシーケンス制御回路を設け
たことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
前記シーケンス制御回路は、前記共通電極ドライバに電源を供給した後に、前記画素スイ
ッチング素子を通して前記画素電極に液晶の表示をオフするためのオフ電位を書き込むよ
うに制御を行うことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
前記シーケンス制御回路は、該液晶表示装置の電源を立ち上げるための信号を検出すると
、前記ソース線を前記共通電極と短絡させることを特徴とする請求項１又は請求項２に記
載の液晶表示装置。
【請求項４】
前記ソース線と前記共通電極の間に接続された第３のスイッチング素子を備え、前記シー
ケンス制御回路は第３のスイッチング素子をオンさせることにより、前記ソース線を前記
共通電極と短絡させることを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
前記保持容量線に、前記ゲート信号に基づいて前記保持容量線を第１の電位と第２の電位
に交互に切り換える、もう１つのスイッチング素子を設けたことを特徴とする請求項１、
２、３、４のいずれかに記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、特に、電源オン時のシーケンス制御を行うシーケンス
制御機能を備えた液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、液晶表示装置の駆動方式として保持容量線駆動方式が知られている。この方
式は、保持容量線と画素電極の間に保持容量を形成し、画素に表示信号を書き込んだ後に
、保持容量線の電位を高レベルと低レベルに交互に切り換えることにより、画素電位を正
又は負の方向に変化させる。これにより、表示信号のダイナミックレンジを小さくするこ
とができるので低消費駆動が可能になる。ゲートラッチ方式の場合、ゲートドライバのゲ
ートスキャン動作により出力されるゲート信号に基づいて、極性選択信号（高電位又は低
電位のいずれかを選択するための信号）をラッチし、ラッチした極性選択信号に基づいて
、スイッチング素子をスイッチングさせて保持容量線の電位を切り換える。
【０００３】
　従来、このゲートラッチ方式の液晶表示装置の電源オン時には、電源を立ち上げた後に
、ゲートドライバのゲートスキャン動作を開始していた。
【０００４】
　尚、この保持容量線駆動方式を用いた液晶表示装置については、特許文献１に記載され
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ている。
【特許文献１】特開２００２－１９６３５８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、ゲートラッチ方式の液晶表示装置にあっては、ゲートドライバのゲート
スキャン動作開始前では、スイッチング素子のスイッチング状態が不定であり、電源立ち
上げ時に保持容量線の電位が不定になるという問題があった。
【０００６】
　特に、１本の保持容量線の両端にそれぞれスイッチング素子を設けた構成では、電源立
ち上げ時に、ショートが起こる可能性がある。即ち、一方のスイッチング素子が高レベル
の電位を選択し、他方のスイッチング素子が低レベルの電位を選択した場合に両電位の間
でショートが起こる。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の液晶表示装置は、ゲート線と、このゲート線にゲート信号を供給するゲートド
ライバと、ソース線と、このソース線にソース信号を供給するソースドライバと、ソース
線に接続された第１のスイッチング素子を通してソース信号が印加される画素電極と、こ
の画素電極と共通電極との間に配置された液晶と、共通電極に共通電極信号を供給する共
通電極ドライバと、画素電極と保持容量線との間に接続された保持容量と、ゲート信号に
基づいて保持容量線を第１の電位と第２の電位に交互に切り換える第２のスイッチング素
子を有する保持容量線駆動回路と、を備えた液晶表示装置において、該液晶表示装置の電
源を立ち上げるための信号を検出すると、最初にゲートドライバを起動させることにより
発生されたゲート信号に基づいて第２のスイッチング素子のスイッチング状態を決定し、
第２のスイッチング素子のスイッチング状態の決定後に、第１の電位及び第２の電位を発
生させるように制御を行うシーケンス制御回路を設けたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、保持容量線駆動方式を用いた液晶表示装置において、電源立ち上げ時
の保持容量線電位の不定状態を無くすことができる。特に、１本の保持容量線の両端にそ
れぞれスイッチング素子を設けた構成において、電源立ち上げ時のショートを防止するこ
とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明の実施形態による液晶表示装置について図面を参照しながら説明する。図１に示
すように、ソース線ＳＬと第１のゲート線ＧＬ１の交差点に対応して画素ＰＸＬ１が設け
られ、ソース線ＳＬと第２のゲート線ＧＬ２の交差点に対応して画素ＰＸＬ２が設けられ
ている。図１では２つの画素ＰＸＬ１，ＰＸＬ２だけを示したが、実際には図２のように
、複数の画素ＰＸＬ１，ＰＸＬ２，ＰＸＬ３，ＰＸＬ４，・・・がマトリクス状に配置さ
れている。
【００１０】
　画素ＰＸＬ１，ＰＸＬ２には、Ｎチャネル型の薄膜トランジスタ（以下、ＴＦＴという
）からなる画素トランジスタ１０、画素トランジスタ１０のドレインに接続された画素電
極１１、画素電極１１と共通電極ＣＬの間に配置された液晶１２が設けられている。また
、第１行目の画素ＰＸＬ１に対応して、第１の保持容量線ＳＣ１が設けられ、画素ＰＸＬ
１の画素電極１１と第１の保持容量線ＳＣ１との間に保持容量１３が設けられている。ま
た、第２行目の画素ＰＸＬ２に対応して、第２の保持容量線ＳＣ２が設けられ、画素ＰＸ
Ｌ２の画素電極１１と第２の保持容量線ＳＣ２との間に保持容量１３が設けられている。
【００１１】
　画素ＰＸＬ１，ＰＸＬ２の画素トランジスタ１０（本発明の第１のスイッチング素子の
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一例）のソースは、ソース線ＳＬに接続されている。１行目の画素ＰＸＬ１の画素トラン
ジスタ１０のゲートは、第１のゲート線ＧＬ１に接続され、２行目の画素ＰＸＬ２の画素
トランジスタ１０のゲートは、第２のゲート線ＧＬ２に接続されている。
【００１２】
　また、ソース信号Ｓｉｇ（表示信号）をソース線ＳＬに供給するソースドライバ１４が
設けられている。ソース信号Ｓｉｇは、一定周期（例えば、一水平周期）で基準電位に対
して極性が反転するようになっている。ソースドライバ１４とソース線ＳＬとの間には、
Ｎチャネル型ＴＦＴからなる水平スイッチング素子ＳＷＨが接続されており、水平スイッ
チング素子ＳＷＨが制御信号に応じてオンすると、ソースドライバ１４からソース線ＳＬ
へソース信号Ｓｉｇを供給することができるようになっている。
【００１３】
　また、ゲート信号を第１のゲート線ＧＬ１，第２のゲート線ＧＬ２に供給するゲートド
ライバ１５が設けられている。ゲートドライバ１５には、画素トランジスタ１０をオンさ
せるための高レベル（例えば８Ｖ）のゲート信号と、画素トランジスタ１０をオフさせる
ための低レベル（例えば－４Ｖ）のゲート信号を発生するためＤＣ－ＤＣコンバータ（不
図示）が設けられている。
【００１４】
　ソース線ＳＬと共通電極ＣＬの間には、Ｎチャネル型ＴＦＴからなるスイッチング素子
ＳＷＳが接続されている。このスイッチング素子ＳＷＳは、電源オフ時には制御信号ＤＳ
Ｇに応じてオンし、ソース線ＳＬを共通電極ＣＬと短絡するために用いられる。
【００１５】
　また、通常動作時に共通電極ＣＬに共通電極信号を供給するための共通電極ドライバ１
６が設けられている。共通電極信号は、例えば２Ｖの直流電位である。
【００１６】
　また、各保持容量線ＳＣに高レベルの電位ＶＣＯＭＨ（例えば、４Ｖ）と低レベルの電
位ＶＣＯＭＬ（例えば０Ｖ）を１フレーム期間毎に交互に供給するように駆動を行う保持
容量線駆動回路２０が設けられている。保持容量線駆動回路２０は、高レベルの電位ＶＣ
ＯＭＨを出力する第１の保持容量ドライバ２１Ｈと、低レベルの電位ＶＣＯＭＬを出力す
る第２の保持容量ドライバ２１Ｌ、第１の極性スイッチング素子ＳＷ１、第２の極性スイ
ッチング素子ＳＷ２を有している。
【００１７】
　第１の極性スイッチング素子ＳＷ１は、極性選択信号ＰＯＬに応じてスイッチングし、
第１の保持容量ドライバ２１Ｈからの高レベルの電位ＶＣＯＭＨと第２の保持容量ドライ
バ２１Ｌからの低レベルの電位ＶＣＯＭＬとを第１の保持容量線ＳＣ１に交互に出力する
。第２の極性スイッチング素子ＳＷ２は、極性選択信号＊ＰＯＬ（極性選択信号ＰＯＬの
反転信号）に応じて、第１の極性スイッチング素子ＳＷ１と相補的にスイッチングし、第
１の保持容量ドライバ２１Ｈからの高レベルの電位ＶＣＯＭＨと第２の保持容量ドライバ
２１Ｌからの低レベルの電位ＶＣＯＭＬとを第２の保持容量線ＳＣ２に交互に出力する。
【００１８】
　これにより、隣接する第１の保持容量線ＳＣ１と第２の保持容量線ＳＣ２は、互いに逆
極性（一方が高レベルで他方が低レベル）になるように駆動される。
【００１９】
　図３に、ゲートラッチ方式を用いた保持容量線駆動回路２０の具体的な構成を示す。
ここでは、第１の保持容量線ＳＣ１を駆動する回路部分だけを示している。また、図４に
この回路部分の動作タイミング図を示す。この回路は、第１のラッチ回路１０１、第２の
ラッチ回路１０２、第１の極性スイッチング素子ＳＷ１を有している。第１の極性スイッ
チング素子ＳＷ１は、第２のラッチ回路１０２の出力がゲートに印加されたＰチャネル型
ＴＦＴ１０３及びＮチャネル型ＴＦＴ１０４で形成されている。Ｐチャネル型ＴＦＴ１０
３のソースには高レベルの電位ＶＣＯＭＨが印加され、Ｎチャネル型ＴＦＴ１０４のソー
スには低レベルの電位ＶＣＯＭＬが印加されている。また、Ｐチャネル型ＴＦＴ１０３及
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びＮチャネル型ＴＦＴ１０４のドレインは第１の保持容量線ＳＣ１に接続されている。
【００２０】
　第１のラッチ回路１０１は、ゲートドライバ１５から第１のゲート線ＧＬ１に出力され
るゲート信号の立ち上がり（即ち、低レベルから高レベルへの変化）に応じて、極性選択
信号ＰＯＬをラッチする。第２のラッチ回路１０２は、タイミング制御信号ＴＧの立ち上
がりに応じて、第１のラッチ回路１０１によって保持された極性選択信号ＰＯＬをラッチ
する。タイミング制御信号ＴＧは、ゲート信号が低レベルに立ち下がった後に、立ち上が
るように調整されている。
【００２１】
　したがって、タイミング制御信号ＴＧの立ち上がりに応じて、第２のラッチ回路１０２
の出力は更新され、その出力が高レベルのときはＮチャネル型ＴＦＴ１０４がオンして第
１の保持容量線ＳＣ１に低レベルの電位ＶＣＯＭＬが供給され、第２のラッチ回路１０２
の出力が低レベルのときはＰチャネル型ＴＦＴ１０３がオンして第１の保持容量線ＳＣ１
に高レベルの電位ＶＣＯＭＨが供給されるようになっている。
【００２２】
　尚、第２の保持容量線ＳＣ２を駆動する回路部分も同様に構成されるが、第１のラッチ
回路１０１は、ゲートドライバ１５から第２のゲート線ＧＬ２に出力されるゲート信号の
立ち上がりに応じて、反転された極性選択信号＊ＰＯＬをラッチする。
【００２３】
　また、ソースドライバ１４、ゲートドライバ１５、共通電極ドライバ１６、保持容量線
駆動回路２０には、電源３０から電源電位が供給される。そして、電源オン時に、ソース
ドライバ１４、ゲートドライバ１５、ＤＣ－ＤＣコンバータ、共通電極ドライバ１６、ス
イッチング素子ＳＷＳ、水平スイッチング素子ＳＷＨ、保持容量線駆動回路２０、電源３
０等の動作をシーケンス制御するシーケンス制御回路４０が設けられている。シーケンス
制御回路４０は、この液晶表示装置の電源をオンするための信号、例えば、電源オンコマ
ンドを検出すると、シーケンス制御を開始するように構成されている。
【００２４】
　上述の液晶表示装置の通常動作時における書き込み動作は以下の通りである。ここでは
、１行目の画素ＰＸＬ１への書き込みについて説明する。ここで、書き込み時には、スイ
ッチング素子ＳＷＳはオフし、水平スイッチング素子ＳＷＨはオンしている。まず、ゲー
トドライバ１５から高レベルのゲート信号が第１のゲート線ＧＬ１に一水平期間出力され
ると、それに応じて画素トランジスタ１０がオンする。このとき、スイッチング素子ＳＷ
Ｓはオフし、水平スイッチング素子ＳＷＨはオンしている。そして、ソースドライバ１４
からソース線ＳＬにソース信号Ｓｉｇが出力されると、ソース信号Ｓｉｇは画素トランジ
スタ１０を通して画素ＰＸＬ１に書き込まれる（画素書き込み）。即ち、ソース信号Ｓｉ
ｇは画素トランジスタ１０を通して画素電極１１に印加され保持容量１３によって保持さ
れる。
【００２５】
　その後、ゲート信号が低レベルに立ち下がると、保持容量線駆動回路２０の第１の極性
スイッチング素子ＳＷ１が切り換えられ、第１の保持容量線ＳＣ１の電位が変化する。即
ち、第１の保持容量線ＳＣ１の電位は、高レベルの電位ＶＣＯＭＨから低レベルの電位Ｖ
ＣＯＭＬに、又は低レベルＶＣＯＭＬから高レベルＶＣＯＭＨに変化する。すると、保持
容量１３の容量カップリングにより、画素電極１１の電位は、画素書き込みされた電位か
ら正又は負の方向に変化する。例えば、第１の保持容量線ＳＣ１の電位は、高レベルの電
位ＶＣＯＭＨから低レベルの電位ＶＣＯＭＬに変化したとすると、画素電極１１の電位は
、負の方向に変化する。そして、画素電極１１に保持された電位に応じて液晶１２の光学
的制御が行われ、表示が行われる。このような保持容量線駆動方式によれば、画素電極１
１の電位変化の分だけ、ソース信号Ｓｉｇのダイナミックレンジを小さくすることができ
るため、低消費電力駆動が可能である。
【００２６】
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　本発明の特徴は、シーケンス制御回路４０による電源立ち上げ時のシーケンス制御にあ
り、以下、これについて図５のタイミング図と、図６の回路図を参照して説明する。なお
、図６は、電源立ち上げ時のシーケンス制御を説明する回路図であるが、その回路構成は
、図１に示したものと同様である。
【００２７】
　まず、液晶表示装置は電源立ち上げ前は、スリープ状態であり、電源３０等はオフ状態
になっているものとする。この状態において液晶表示装置の電源をオンするための信号と
して、例えば、電源立ち上げコマンド（ＳＬＰＯＵＴコマンド）が検出されると、その後
の垂直同期信号Ｖｓｙｎｃに同期して、まずゲートドライバ１５を起動させるためにＤＣ
－ＤＣコンバータを起動する。これにより、画素トランジスタ１０をオンさせるための高
レベルのゲート信号と、画素トランジスタ１０をオフさせるための低レベルのゲート信号
を作成するための正及び負の電源電位が発生され、ゲートドライバ１５はゲートスキャン
動作可能な状態になる。
【００２８】
　その後、次に到来する垂直同期信号Ｖｓｙｎｃに同期して、即ち、その次のフレーム期
間に入ると、ゲートドライバ１５はゲートスキャン動作を開始し、第１のゲート線ＧＬ１
、第２のゲート線ＧＬ２・・・に順次ゲート信号を供給する。これにより、ゲート信号の
立ち上がりに基づいて、極性選択信号ＰＯＬが第１のラッチ回路１０１にラッチされる。
第１のラッチ回路１０１にラッチされた極性選択信号ＰＯＬは、タイミング信号ＴＧに応
じて第２のラッチ回路１０２にラッチされる。こうして、第１の極性スイッチング素子Ｓ
Ｗ１のスイッチング状態が決定され、同様にして、第２の極性スイッチング素子ＳＷ２の
スイッチング状態も決定される。また、このフレーム期間に入ると、制御信号ＤＳＧが高
レベルになり、スイッチング素子ＳＷＳがオンすることでソース線ＳＬと共通電極ＣＬが
短絡される。
【００２９】
　そして、次に到来する垂直同期信号Ｖｓｙｎｃに同期して、即ち、その次のフレーム期
間に入ると、ソースドライバ１４、共通電極ドライバ１６、及び保持容量線駆動回路２０
の第１の保持容量ドライバ２１Ｈ及び第２の保持容量ドライバ２１Ｌに対して、電源３０
から電源電位が供給される。これにより、第１の保持容量ドライバ２１Ｈから高レベルの
電位ＶＣＯＭＨ（例えば、４Ｖ）及び低レベルの電位ＶＣＯＭＬ（例えば、０Ｖ）が発生
する。このとき、第１及び第２の極性スイッチング素子ＳＷ１，ＳＷ２のスイッチング状
態は既に決定されているので、第１及び第２の極性スイッチング素子ＳＷ１，ＳＷ２のス
イッチング状態に応じて、第１及び第２の保持容量線ＳＣ１，ＳＣ２の電位も決定される
ことになる。
【００３０】
　また、図７に示すように、第１の保持容量線ＳＣ１の一端に接続された第１の極性スイ
ッチング素子ＳＷ１に加えて、同じ構成を有するもう１つの極性スイッチング素子ＳＷ１
Ｂを第１の保持容量線ＳＣ１の他端に接続して、保持容量線駆動回路２０の駆動能力を向
上させることがある。このような回路構成の場合に、２つの極性スイッチング素子ＳＷ１
，ＳＷ１Ｂのスイッチング状態が決定された後に、保持容量線駆動回路２０の第１の保持
容量ドライバ２１Ｈ及び第２の保持容量ドライバ２１Ｌに対して、電源３０から電源電位
が供給されるので、高レベルの電位ＶＣＯＭＨ及び低レベルの電位ＶＣＯＭＬの間でショ
ートが起こることが防止される。
【００３１】
　その後、次に到来する垂直同期信号Ｖｓｙｎｃに同期して、即ち、その次のフレーム期
間において、オフ表示、例えば黒表示に対応した電位を各画素ＰＸＬ１に書き込む。即ち
オフ書き込みを行う。他の画素に対しても同様である。このオフ書き込みの動作は、前述
した通常動作時の書き込み動作と基本的には同じである。尚、このオフ書き込みは必要に
応じて行われるものであり、省略されてもよい。
【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明の実施形態による液晶表示装置を示す回路図である。
【図２】本発明の実施形態による液晶表示装置の画素の配置図である。
【図３】本発明の実施形態による液晶表示装置の保持容量線駆動回路の具体的な構成を示
す図である。
【図４】本発明の実施形態による液晶表示装置の保持容量線駆動回路の動作タイミング図
である。
【図５】本発明の実施形態による液晶表示装置の電源立ち上げ時のシーケンスを説明する
タイミング図である。
【図６】本発明の実施形態による液晶表示装置を示す回路図である。
【図７】本発明の実施形態による液晶表示装置の保持容量線駆動回路の構成を示す図であ
る。
【符号の説明】
【００３３】
１０　画素トランジスタ　　　　１１　画素電極
１２　液晶　　　　　　　　　　１３　保持容量
１４　ソースドライバ　　　　　１５　ゲートドライバ
１６　共通電極ドライバ　　　　２０　保持容量線駆動回路
２１Ｈ　第１の保持容量ドライバ
２１Ｌ　第２の保持容量ドライバ
３０　電源　　　　　　　　　　４０　シーケンス制御回路
１０１　第１のラッチ回路　　　１０２　第２のラッチ回路
１０３　Ｐチャネル型ＴＦＴ　　１０４　Ｎチャネル型ＴＦＴ
ＣＬ　共通電極　　　　　　　　ＳＬ　ソース線
ＰＸＬ１，ＰＸＬ２，ＰＸＬ３，ＰＸＬ４・・・　画素
ＧＬ１，ＧＬ２　ゲート線　　　ＳＣ１，ＳＣ２　保持容量線
ＳＷＳ　スイッチング素子　　　ＳＷＨ　水平スイッチング素子
ＳＷ１　第１の極性スイッチング素子
ＳＷ１Ｂ　極性スイッチング素子
ＳＷ２　第２の極性スイッチング素子



(8) JP 2009-14988 A 2009.1.22

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】 【図５】



(9) JP 2009-14988 A 2009.1.22

【図６】

【図７】



(10) JP 2009-14988 A 2009.1.22

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２２Ｄ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２４Ｅ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｃ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｄ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｒ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１１Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ   1/133   ５５０　          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ   1/133   ５０５　          　　　　　

Ｆターム(参考) 5C006 AA16  AC11  AC21  AC22  AC25  AC27  AF44  AF51  AF53  AF64 
　　　　 　　        AF67  AF68  AF69  AF71  BB16  BC03  BC13  BF04  BF11  BF24 
　　　　 　　        BF25  BF27  BF33  BF34  BF42  FA16  FA31  FA38  FA46  FA47 
　　　　 　　  5C080 AA10  BB05  DD09  DD14  DD18  DD19  DD26  DD29  EE26  EE29 
　　　　 　　        FF03  FF11  JJ02  JJ03  JJ04 



专利名称(译) 液晶表示装置

公开(公告)号 JP2009014988A 公开(公告)日 2009-01-22

申请号 JP2007176351 申请日 2007-07-04

[标]申请(专利权)人(译) 爱普生映像元器件有限公司

申请(专利权)人(译) 爱普生影像设备公司

[标]发明人 田尻憲一

发明人 田尻 憲一

IPC分类号 G09G3/36 G09G3/20 G02F1/133

FI分类号 G09G3/36 G09G3/20.624.A G09G3/20.624.D G09G3/20.670.D G09G3/20.612.G G09G3/20.622.D 
G09G3/20.624.E G09G3/20.623.C G09G3/20.623.D G09G3/20.623.R G09G3/20.611.A G02F1/133.
550 G02F1/133.505

F-TERM分类号 2H093/NA16 2H093/NA80 2H093/NC10 2H093/NC12 2H093/NC18 2H093/NC26 2H093/NC34 2H093
/NC35 2H093/NC49 2H093/ND38 2H093/ND39 2H093/ND60 2H093/NH12 5C006/AA16 5C006/AC11 
5C006/AC21 5C006/AC22 5C006/AC25 5C006/AC27 5C006/AF44 5C006/AF51 5C006/AF53 5C006
/AF64 5C006/AF67 5C006/AF68 5C006/AF69 5C006/AF71 5C006/BB16 5C006/BC03 5C006/BC13 
5C006/BF04 5C006/BF11 5C006/BF24 5C006/BF25 5C006/BF27 5C006/BF33 5C006/BF34 5C006
/BF42 5C006/FA16 5C006/FA31 5C006/FA38 5C006/FA46 5C006/FA47 5C080/AA10 5C080/BB05 
5C080/DD09 5C080/DD14 5C080/DD18 5C080/DD19 5C080/DD26 5C080/DD29 5C080/EE26 5C080
/EE29 5C080/FF03 5C080/FF11 5C080/JJ02 5C080/JJ03 5C080/JJ04 2H193/ZA04 2H193/ZA07 
2H193/ZB06 2H193/ZB14 2H193/ZC04 2H193/ZC24 2H193/ZD23 2H193/ZE31 2H193/ZE33 2H193
/ZF06 2H193/ZF22 2H193/ZF36 2H193/ZF59 2H193/ZF60

代理人(译) 须泽 修
宫坂和彦

外部链接 Espacenet

摘要(译)

在使用存储电容器线驱动方法的液晶显示装置中，防止了在电源启动时
存储电容器线的电位变为不确定状态。 当检测到用于激活液晶显示装置
的电源30等的信号时，基于通过初始激活栅极驱动器15而产生的栅极信
号，第一存储电容器线驱动电路20确定极性切换元件SW 1的切换状态，
在确定第一极性切换元件SW 1和公共电极驱动器16的切换状态之后，产
生存储电容器线驱动电路20的高电平VCOMH和低电平VCOML电位。供
应潜力。 点域

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/d2283780-ae30-4ac6-9d15-8b05ef93bb1c
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/040355956/publication/JP2009014988A?q=JP2009014988A

